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言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・保護者総会　・お花見、プール、工場見学(九一庵)、JRや、路線バス等の公共交通機関乗車体験、夏祭り、ハロウィンイベント、クリスマスケーキ作り、餅つき、初詣等。

（別添資料１）

家族支援

・各ご家庭での様子や学校での様子を共有し支援についての相談に応じていきま
す。また、児童の育成についての悩みに寄り添いライフステージを通してサポー
トしていきます。

移行支援

・ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備と支援
を行います。

地域支援・地域連携

・ボランティア活動や実習の受け入れを行っております。また、保護者だけでは
なく学校と連携して情報を共有し児童の支援を行います。 職員の質の向上

・必要に応じて公的な外部研修や勉強会等に参加し、苑内研修の中で情報
を共有しながら職員の技術面、知識面の向上を図っております。

支　援　内　容

・来苑時に体温を測定し、体調と本人の気分について確認を行います。また、来苑時の流れや必要なことに対してイラスト等を使用した視覚的スケジュールを使用し、見通しを持ちやすく
することで、自立性や自己管理能力を育めるよう支援を行います。
・イラストだけではなく手鏡等を使用して実際自身の身だしなみが整っているのかを確認し、整え方の支援を行います。

・粗大運動(飛ぶ、走る等)を主軸とし、外遊びを取り入れながら楽しく遊びながら運動能力の向上を図ります。また、遊びを通して力加減の調整の基礎となる「固有感覚」、姿勢保持能力
や空間認知能力をつかんでいきます。・視ることによる眼球運動トレーニング(ビジョントレーニング）を行いスムーズに行動ができるように支援を行います。・教具を使い、指先の筋力
をトレーニングし細かい作業が行えるようにします。

本
人
支
援

・時間の概念を把握することができるようにタイムタイマーやスケジュールを使って活動を行います。また、「○時までは、あと何分か？」と自身で考える時間も取り入れます。活動の中
で簡単なゲームを行いルール等を理解し適切な行動がとれるように働きかけます。
・学習支援等の場面でブロックを使用して数の概念を理解できるように支援を行います。そのほか、具体物を使いながら物の重さ、大小についての理解を深めます。

・学習支援の場面において発音した言葉を文字として正しく表出できるか、物語文を実際声に出して読んだ際に正しく発音できているかの確認を行います。
・感情や気持ちを伝える際に適切な表現で、正しい言葉で伝えられるような支援を行います。また、相手や自分の立場を考えて適切な言葉遣いや発言ができるようにグループ活動の中で支
援を行います。

・小集団の活動を通して他者との関り方、自身の理解と行動調整、情緒のセルフコントロールできるよう支援をします。また活動のルールを守る経験から、社会性の発達を促します。好き
な事柄のみ関わるのではなく自身の苦手と感じられる事柄とも向き合い交流を行うことの大切さを学び、人との適切な距離間を認知できるよう支援を行います。また、主観的ではなく客観
的な視点を持つことで相手の気持ちになって考え行動できるように支援を行います。

支援方針

将来自立して生きていくために必要な力を身に付けるお手伝いをし、子ども達の持つ可能性を引き出します。また、活動を通して「できた」という自信から自己肯定感を育てるだけではな
く、失敗した際に「次はどのようにすればよいのか」という気持ちの切り替えと立ち直る能力（レジリエンス）を持ち他者の助言を素直に受け止めることができるようにします。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 「すべての子どもは天才である」という考えを前提に自ら学ぼうとする力、心の力、体の力を育てます。

事業所名 第二リタの心　療育学苑【放デ】 作成日支援プログラム


